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|研修会報誉

第5回環境教育研修会inYOKOHAMA報告
～小学校教職員のためのバードウォッチング講座～

「ツバメから始める総合的学習」報告

常務理事堤達俊

平成16(2004)年5月16日（日）、ツバメをテーマにした第5回環境教育研修会が無事終了しました≦

以下、その概要を報告します。

当日の参加者は29名。開会当初は雨だったため､室内での実践発表を先に行い､その後フィールドワー

クを実施しました。結果的にそれは正解で、フィールドワークの頃には､雨が一時的に上がっていました。

当日のプログラムの流れは、以下の通りです。

9：00受付開始（参加者は図書室へ）

9：30開会続いて実践発表

9：30～9：50大野亜紀先生

9：50～10:10堤

10:10～10:30井口豊重先生

10:30～10:50神山和夫氏による「ツバメかんさつ全国ネットワーク」の紹介

10:50～11:50フィールドワーク

11：50～12:00巣山香里先生のバードクラフト講座

12：00～閉会

班‘舞型§

～や日

…

麹
垂

実践発表では、小学校の実践として茅ヶ崎東

小学校の大野先生と堤が、中学校の実践として

井口先生が発表をしました。

大野先生は、昨年の、初任でありながらの大

変すばらしい、クラス全体で1つのテーマを深

く追求する実践について発表してくださいまし

た。

私は、テーマ別グループ°での学習の様子をお

話しました。

井口先生の発表は、中学校ならではのすばら

しい実践でした。ツバメの調査活動をもとにテ

レビ番組を作成したり、ツバメの人工巣を作っ

たりした実践の報告をして下さいました。

続いて、日本野鳥の会の神山さんが、「ツバメ

かんさつ全国ネットワーク」の紹介を具体的に

してくださいました。

また、ツバメが抱卵中だったため、子育ての

様子の観察はコゲラで行いました。参加者は、

キツツキの子育ての様子を間近に見ることがで

きて、とても喜んでいました。

フィールドワークでは、主に鏡を使った卵の

観察の仕方、茶こしを使ったツバメの糞の中身

の観察の仕方を行いました。

f，

－0－

その後、再び室内に戻り、巣山先生によるバー

ドクラフト「つばめやじろべえ」の工作を行い

ました。誰でも簡単に上手に作れるのにはびっ

くりしました。
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大野亜紀先生の発表

堤達俊理事の発表

曽錘
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井口豊三先生の発表

神山和夫氏の発表

－4‐

校舎壁面のツバメの巣を観察

コゲラが営巣している木

巣山香里先生のバードクラヲ

樋
ー

卜講座
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驚灘溌幾

下から見上げたツバメの巣（抱卵中》

■…

…謡涛::瀞菖ヲ

認蕊

灘:鰯撫
謡

麹&零

鏡を使うことで巣の内部が観察できる。

巣の内部を、棒に取り付けた鏡で観察する:≦

『ー

‐0－
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ツバメの糞を茶こしに入れて水道水で洗い流し、

残った未消化のものを観察することで、何をえ

さにしているかを調べることができる。

茶こしに残ったツバメの糞の残留物を、実体顕

微鏡で観察する。実際には、昆虫の羽や体の－

部などが観察される。
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平成16年4月吉,言

横浜市立小学校長蕊

瀞
念。
露

全国愛鳥教育研究会

会長杉浦嘉雄

(日本文理大学助教授〉

M Anm

～小学校教職員のためのバードウォッチング講座～
『ツバメから始める総合的な学習』

「学校に来るツバメを生かして、

錨合的な学習を始めたいのですが。」

「4年国語の『ツバメのすむ町』の

フィールドワークってどうやるの？」

そんな先生方、是非ご参加ください！！

第5回「環境教育研修会inYOKOHAMA」開催のご案内

拝啓木々の若葉が日ごとに濃さを増す季節となりました。

さて、これまで全国愛鳥教育研究会では、野島青少年野外研修センター・こども自然

公園などを会場にし､横浜市にて環境教育についての研修会を4回にわたって行ってま

いりました。おかげさまで、毎年多くの横浜市の教職員の方々が参加してくださってお

ります。

そこで今年度は、学校で最も身近に観察できる野鳥の一つであるﾂパﾒを取り上げ､､

これまで同様､主に横浜市小学校教職員を対象にした環境教育研修会を開催する運びと

なりました。

ﾂパﾒは、学校で繁殖することも多く､子どもたちにとって大変身近な野鳥です｡暑

の活動を観察することにより、子どもたちが地域やその環境へ目を向けることもできま

す。また.渡りをすることから､国際理解教育との関連を図ることもできます｡ツバ妄

は、そのように様々な可能性を秘めた教材でもあります。

そこで、本研修会の童義をご理解の上、貴校の教職員の皆様に広くご紹介頂けました

ら幸いに存じます｡ご多忙の中､恐縮ではございますが､よろしくお願いいたします｡

敬具

平成16年5月16日（日）9：30～12：00

（雨天決行）

横浜市立恩田小学校（横浜市青葉区）

500円（資料代・保険料等）

筆記用具。あれば野鳥図鑑，双眼鏡など

東急田園都市線青葉台駅下車後バス10分乗車

市営バス118系統田奈高校前下車徒歩5分

東急バス日体大行き田奈高校前下車徒歩5分

実際に、営巣・子育て中のツバメを観察しながら、子ど

もが観察する際の留意点・効果的な観察方法等について研

修をします。

その後、室内にて、ツバメを生かした総合的な学習の実

践例の紹介をします。

初心者大歓迎。環境教育・国際理解教育にもつながる、

子どもが主体的に活動できるプログラムをご紹介します。

全国愛鳥教育研究会

5月14日までに、電話かメールでお申し込みください。

TEL：042－791－6689

{PM7:00以降堤）

e－mail：t－bird＠nifty・com

日
会
参
持
交

。
。
◎
。
◎

③

◎内容

◎主催

。申し込み
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～小学校教職員のためのバードウォッチング講座～
『ツバメから始める総合的な学習』

一J

･双眼鏡を使わなくても観察可能。
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◎日時平成16年5月16日（日）9：30～12：00

（雨天決行》

◎会場横浜市立恩田小学校（横浜市青葉区）

◎参加費500円（資料代・保険料等）

◎主催全国愛鳥教育研究会

1ツバメの観察はおもしろい

◎なぜ，ツバメが小学生向きなのか？

[だって1］ツバメは、とても有名で誰でも知ってる！

・市民に親しまれているので、聞き取り調査がしやすい。

・子どもたちにもお馴染みなので、関心を持ちやすい。

・書籍・HPなどの資料が豊富。

[だって2］ツバメは建物の、わかりやすい場所に営巣する

・自然度の少ない地域でも営巣する。

・軒下などに営巣するので、子どもでも見つけやすい

[だって3

しかし、やはり野鳥であるので、警戒心が全くないとは言えません。特に、抱卵謡は‐

警戒心が強く、あまり近づいたり驚かしたりすると、繁殖を放棄してしまうこともあ：

ます。

また、最近では、カラスに襲われることも多く、ツバメはより穣極的に人間のそばて

営巣しようとする傾痕iがあるそうです。それはツバメに鰻らず、他の野鳥にも富えるこ

とです．特に、いわゆる母都市鳥」と呼ばれる野鳥にその傾向が強いようです~。

［だって4］ツバメは渡り鳥(夏鳥）！

・季節の移り変わりを感じることができる。

，国内だけでなく、外国へも関心を持つことができる。

だから ･小学生でも観察しやすい1

総合的な時間で扱いやすい
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3ツバメの3．早を見分けよ弓

◎ポイントは尾溺

[伊と早の見分け方］

I 長さをじっくり見分けよう‘

･尾羽の切り込みの深さが2センチも違う

｡一番外側の尾羽が長い方が畝、短い方が早‘

野鳥シートを使って、他のツバメ類との見分け方も簡単に行うc，

[成長と若鳥の見分け方

･若鳥は、早よりもさらに短い尾羽，

･額や喉の赤みが薄い。

･巣立ち直後なら噴の基部が黄色い

当日は観察できる可能性は低いので、写真などを使って説明.

2ツバメの飛び方を観察しよう

◎他の野鳥とも比較してみよう《

(A)スイスイ型

(B)バタバタ型

(C)パタパタ・ヒュー聾

(D)フワリ型

(E)その他の飛び戎

あとは参加者の感覚で付け加えてもらう

､ソバメのような＊,の：掌際に観察しながら、この枠内に簡単な図を爵いてもらう。

とは遇い、波状を描かない，

コゲラ・ヒヨドリなど：波状を描くもの

ワシタカ型：当日見られる可能性はかな
…－●■－－－－－｡一一◆●●■一一一ー一一一

り低し’
｡ｰ●●ｰpop4
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5ツバメの卵の観察をしよう

◎繁殖に影響のないように気をつけて

･観察道具はどうする？

I
●

実際に作ってもらう。道具はこちらで用麓する。私のクラスの場合、子どもは、竹馬を

ひっくり返したものに、平面鏡を貼って作ったが、巣の上部にあまり余裕がない場合は

それでは難しい。子どもの豊かな発想を生かしたい．

古巣を使って実験道具の効果を確かめてみよう

予どもが試行錯誤 を繰り返しながら実験道具作りをする場合一一一ｰ画
現在繁殖中の巣を使って

何度も試みるのは、あまり好ましくはない。そのため、古巣を使って、巣の中がよく晃
一■…●◆…~ー←~…■~一一◆｡…｡Cー“ｰC申一一一争■学争●ーー一心一一畦一一一一一一一ー●◆~●◆…←◆■ー●~~ー◆●のｰ●萄一“◆ｰ~ｰ◆■ー◆■…一一~一一●一●一一一一一……＝■…函畦■…”面■寺■●函一■釦寺一■●■寺■寺｡－●■－－や■一寺…函一・■…■＝●■＝｡■一一菌

えるか実験すると良い。もし、古巣がない場合、カッブラーメンの容器を半分にしたt
一ーー今一一一一“ー■＝＝●ｰー~ーー一一●ーーー一一一－~ー画｡一一ー－G口■●ー■･■●ｰ■･■●函一一■p一函｡~■●■｡■一｡■●＝＝画一＝一ｰ－－－●ーー■－■－－－ー●－－－－■一一ー一一｡ー一一

のをガムテーブで軒下に付けて確かめると良い。カッブラーメンの容器は、巣が壊れ

ヒナが落ちた時に、巣のそばにしっかりと固定すると子育てを継続するらしし
ｰ吟争一一一一一p－●ご●Fc－■一一●ご－｡■Cp－－－･■

繁殖中の卵・ヒナに触るのは法律で禁止されています

鳥獣保護法で禁じられていることを知らせる‘
一幸一申一一一一一●●●●●一一1 一一一申一｡ー企、幸e一幸一頃

4ツバメの巣を観察をしよう

◎巣を様々な観点から調べてみよう

･巣のある場所はく

木ではなく、建物などの人工物が多い。人間との関わりが深い証拠。ガソリンスタンド

や車庫の中なども多い。

･巣のある高さは'

主に1階だが、2階から3階の軒下にも作ることがある。

･巣の直径・高さは？ツバメの体の大きさと比べてみよう

現在営巣中の巣で調べることは難しいので、できれば古巣と使うと良い．どうしてもそ

れができない場合は、ツバメが自然に巣を離れたすきを見て、素早く行う．

巣のある高さや巣の周りの長さを測る場合は、3年算数の巻き尺の学習が使える。

･巣材は？

裏隙鳴以.1期_璽童皇童.避整撫鷺.魚_ゑゑ典….鳶.息.黛魚点ね鯉ゑ.よ…訓景_禽…_渥鋤皇わ.皇童.篭-oTÎ

る．つぶつぶのように見えるのは、ツバメが噴で少しずつ泥をもってきて作った証拠、

唾液を接着剤代わりにして作るらしい。

･他の野鳥の巣と比較してみよ；

誰かメジロの古巣とかもっていませんか？？

･ツバメに挑戦！みんなでツバメの巣を作ってみよう。

泥を小さく丸め、わらを混ぜて作ってみようという試み。ツバメの偉大さがわかる？ま

だ予備実験していないので、可能かどうかは？？？

3年社会で、昔の家の学習をした時、土の壁を見て、子どもたちは、『人間はツバメ

に教わったのかもね一・』などという子どももいた。
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7ツバメは何を食べる？

◎ツバメの食べ物を調べよう｡

･ツバメの糞を調べると、食べているものがわかります。実際に見

てみよう

（1）巣の下から糞を採集す愚

（2）湯を入れた紙コップの中に糞を入れ、糞をほぐす《

（3）漁紙でその液を漉し、解剖顕微鏡や双眼実態顕微鏡で観察する‘

※茶こしの中に糞を入れ、指でや軽くほぐしながら不純物を洗い流してもよい。

宣首が出るまでは、この実験は避けた方が賢明だと思われます。（当日は行うが｝

6ツバメの子育てを観察をしよう

◎卵を温める様子を観察しようを調べよう‘

･卵を温めるのは一度ににどれくらいの時間かな？

同じくらいじっと座っていられる？(八八；

ヒナがかえる日が近づくにつれ、抱卵時間は長くなるようです．
Q■■●■◆■今■◆■血色…p■今町今●●ー■●■ーGbQOa●■◆､■､｡●－■◆ー■pー町｡●｡qや旬◆q◆■◆■◆4◆ゆ●畔●◆■◆■◆■●■令町◆●■●◆①●①畢旬◆■◆■申町◆■▲■◆■◆い■●串｡｡◆q◆｡▲旬◆0－q◆ゆ冬■＝■｡■･■●■･■｡■●■a●｡､●■■●己■｡●｡■●■●q●e､■●■e■ー●ｰ■●■●■■ー■●●■｡■･■凸■■●●■C■●■●■■･■ー●■｡■■･■■■●■●■●■･■p

◎餌を与える間隔を調べよう《

・1時間に何回餌を運ぶ？

・1日に何匹の虫を捕まえるのか、計算してみよう 。

1回あたり（）匹の虫を捕まえてヒナに与えるとして、

（）匹×（）回×（）時間＝（）ロ

1 1

1時間あたりの餌を運んだ回数日の出から日の入りまで

※子育て期間が約20日なので、その20倍が、子育てのた勘

に捕まえた虫のおおよその数となります。

ヒナが大きくなるにつれて、餌を運ぶ回数も増えてきます。また、与える餌もだん力

んと大きくなるようです。恩田小では、まだツバメのヒナがかえりそうもないので、こ

のフィールドワークができませんが、参加者数が少なければ、校庭のコゲラで同様の厳

察をしてみても良いと思います．当日は、校庭で地域の野球チームが練習しているので

基本的に難しいのですが ◎
一



5児が「－回目の調査は、いろいろな方面に散らばっていた。2回目は調査する場所や内容をもう少

し絞ったほうがいいのではないか｡」と発言したことから、ツバメのいそうなところを回目の調査で分

かってきたので、2回目はもう少しポイントを絞っての活動となった。そして、その調査活動で分かっ

たことは、ツパメマップや新聞等、子どもたちの思い思いの方法でまとめていった。

F雨房真吾菓霜ｦて51
その活動と並行して行っていたのが、「ツバメの巣台巣箱づくりに挑戦しようbという活動であった。

放課後、子どもたちは建設中の家を進んで訪ね、いらなくなった木材をお願いして集めてまわった。

ある程度の木材が集まってきたので、巣台巣箱作りをすることになった。木材を使って何かを作ったこ

とのある子どもたちをリーダーにグループ分けをし、実際につくる活動となった。初めてのこぎりや金

槌を扱う子どもたちもいたが、子どもたちは教え合い助け合いながら活動を進めていた。木の香りや

木ぐずの触感、木を切ったり釘を打つ際の迫力ある音などを楽しみながら、子どもたちは生き生きとし

た表情で活動していた。1学期には愛川体験学習もあり、完成できずに夏休みを迎えたが、続きは2

学期に行うことになった。

実践報告[1横浜市立茅ケ崎東小学校大野亜紀

「総合的な学習の時間」活動案

1日時平成1奔10月14日（火）第鍛時（4M）

＜活動場所～晴天時：校舎の裏庭，雨天時：4－2教室とホール（校舎の裏庭）＞

2学年・組第4学年調計3銘

3単元名「4－鵠調査隊b

4単元について

（D児童の実態

Wﾏﾇ天房恵而藻罰1
4月の後半、理科「季節と生きもの（春)」で季節によって生きものの様子の違いを感じるために、

生態園に行った際、ツバメを探してみた。「いないね。まだ早いのかな｡」と子どもたちは口々にそろ

えて言っていた。学習の流れで、つばめのビデオを見たときには、ひなのかわいらしさに子どもたち

は目を輝かせていた。「ツバメに、ひなに会いたい｡」その思いが少しずつ子どもたちに出てきた。

12児の案内で、センター南駅近くのビルの巣を見に出かけた。初めて巣を見た子どもたちはその存

在に感動していた。しかし、じっと巣を見つめるが、ツバメが見えない。16児の「ツバメはいるの？」

「巣の奥に隠れているのかな｡」をはじめ、いろいろな疑問が出てきた。ツバメの巣との出会いは、

子どもたちの関心をよりふくらませるものとなった。

明になり、朝の会で日直さんがスピーチをする「わたしのニュース」で、子どもたちからつばめ情

報が集まってきた。17児「習い事に行くときに飛んでいるつばめを見たb33児「ガソリンスタンドの

近くにもいたよhl児「ツバメがいるか分からないけど、去年見た巣はまだあったよ。サンホール茅ケ

崎のピル｡」など。発言や日記から、子どもたちの関心がツバメに向いてきているように感じた。

医而語罰1
そこで、ツバメについて知りたいことを出し合った。様々な思いが出てきたが、子どもたちには「ま

ずみんなで－つのことを取り組みたい」という思いがあり、そこで「ツバメの巣台・巣箱づくり」「ツ

パメマップづくり」という二つの活動への意欲が盛り上がってきた。後者の活動は、国語『ツバメが

すむ町』でツバメ調査のフィールドワークを行い、ツパメマップを完成するといった内容であったが、

6児「わたしたちも、自分たちのツパメマップをつくりたいhという発言がきっかけとなったものであ

る。2Z尼「ぼくは、巣箱と巣台をつくったら、それらを比較したいな｡」9児、6児「ツバメの巣箱の

入り口の大きさは？」「大きかったら、他の鳥がすみついてしまうよh29児「もしすみついたら、その

野鳥も鳥の仲間だから観察したら楽しいよ！！（子どもたちから大きな拍手が起こった｡)」22児「ツバ

メや野鳥のプロフィールづくりはおもしろそうだよ｡」というように活動への思いがふくらんできた。ど

ちらの活動から始めるかという話題で早くも行き詰まりがみられたが、26児、4児「ツバメのことをま

ず資料で調べようよ。そしたら、両方の活動に役立つよbの言葉に、大きく動き出し、図書の時間を

当てて本や資料を探したり、インターネットを活用して調べたりする活動に進むことになった。

戸雨ﾏﾜｦｦﾏ司
その後、「ツパメマップをつくろうbということで、ツバメ調査を継続して行った。中心となったの

は、2回のグループによるツバメ調査であった。1回目は授業参観の時間に行い、保護者の協力を得

ながら、活動を進めた。2回目はやはり数人の保護者のかたに安全面を考えお手伝いをお願いしなが

ら行ったのだが、子どもたちは1回目のツバメ調査を活かしての調査活動をしようという思いがあった。

（a教師の意図

本校は多種多様な環境に囲まれている。自然豊かな生態園や茅ヶ崎城祉がある一方で、たくさん

の公園や緑道が整備され、合間をぬうように住宅やピルが建ち並ぶ。理科や国語科の学習で興味を

持ったツバメ、そして野鳥への思いがふくらんでいくことで、活動が始まっていった。スズメやカラスと

いった頻繁に目にするもの以外の鳥は、子どもたちの視線にも入りにくいのか、気に留めることが少な

かったようである。野鳥を観察し、巣箱をかけたりすることを通して、身近なところに様々な野鳥がい

るということを知り、野鳥を窓口に自然や生きものへの愛着を深め、大切にしていこうという生き方を

育むことができればと思う。そして、身近な地域にそのような環境があることのよさに気付き、そのよ

さを守るために、地域の環境保全や美化活動にも進んでかかわろうというところまで高められればと願

っている。また、巣箱づくりでは野鳥の入り口となる部分をつくるため、鳥の体型を考えながら、木材

にコンパスで円をかく活動などが出てきた。コンパスの使い方は岸期の算数科で学習してきたもので

あるが、このように教科で学習したことを、総合的な学習の時間で積極的に活かし、「学習がより具体

的で切実感のあるものである」という意識が、教科学習の動機づけや理解の深まりにつながっていく

とよいと思う。

』
房
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(3テーマとのかかわり

◇中学年テーマとのかかわり

【中学年テーマ】 自分たちのまちの人やもの、こととかかわる中で、

『つながる』『創る』『ひらく』力を高めていく子 潮
訓
鉾
酬
ｚ
ｏ
・
己

○「つながる」力とのかかわり

ちがさきのまちの鳥を通して、自然と自分とのかかわり合いを深めていく。活動のなかで、

地域の人たちにインタビューしたり、専門の方々から様々なことを教わったりする機会をもつな

かで、人とのつながりを大切にする姿を願っていきたい。また、友だちとのかかわり合いを深

めていくことを通して、お互いのよさを知り、そのよさを発揮しながら活動していく姿を願いた

い。

ツパメマップつくり

四
○
・
一
『
一
一
・
心
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｜｜の考え方で工夫しながら活動し、自分のよさを見つけようとしている。○「創る」力とのかかわり

「手作りの巣箱を設置したが鳥がきてくれない」「鳥は小さく動きがすばやいので観察する

のが難しい」などのさまざまな課題を、子どもたち一人一人が切実な課題として実感し、その

解決に向けていろいろな角度からものごとを見て、ともに追究する仲間と話し合いをしながら、

粘り強く問題解決に向かっていこうする姿を願いたい。

○「ひらく」力とのかかわり

鳥をテーマに取り組み、追究・解決してきたことなどを、学校の子どもたちや保護者、地域の

人たちに表現方法を工夫しながら分かりやすく伝え、鳥とかかわるなかで感じることのできた「こ

のまちのよさ」を訴えていく姿を願っていきたい。

◇中学年テーマに迫るために

①題材開発

この学習は、他の教科での学習がきっかけとなっている。そこで、ツバメに興味をもった子ど

もたちが、日々の生活の中でツバメやその他の鳥に目を向けていき、朝の会のスピーチや会匿

など、子どもたちの表現活動に現れてきたことことから始まっている。そこから、自分たちのまち

にもツバメがいるという意識から、「ツバメを調査してツパメマップをつくりたい」『巣台巣箱をつ

くってツバメをよびたい」という思いが出てきた。ツバメの溺査活動で、ツバメ以外の鳥に出会

ったり、スズメの巣作りを観察したりしたことから、興味関心がちがさきのまちにいる鳥に広がり、

「ちがさきのまちの鳥を観察したい」「手作りの巣箱にきてほしい」などの思いとともに、活動

が発展してきている。

②子どもをどう見取るのか、そしてそれをどう生かすのか（教師の支援）

子どもたちの発言や学習カードに雷いた内容をこまかくとらえていき、賭し合い活動やその他の

活動で生かす形で返していく。その他にも、担任と子どもの、子ども同士の何気ない会話やつ

ぶやきを大切にし、子どもたち一人一人がどのようなことに今興味・関心をもち、どのような思

いや願いをもっているのかを寄り添うなかで感じとっていきたい。また、困難にぶつかった場合

には、みんなで共有し、じっくり賭し合い、見つめ直すなかで、乗り越えていきたいと思う。

潮
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鉾
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7単元構想く総時数7鑑間（22鋤）＞
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5単元目標

自分たちの住んでいるまちにいる野鳥を観察したり、鯛査したりする活動を通して、まちには、様々

な野鳥が生息していることやいろいろな特徴があることに気付き、自然や生き物及びまちへの愛着を

深め、大切にしていこうとする気持ちや態度を養うことができる。

6単元の評価規準

○野鳥の観察、巣箱づくり、追求したことを伝える活動などに対して、自分なり自分らしさの発揮

－4‐－3‐

情報の処理・加工・発f ○野鳥や巣箱づくりについて、分からないことや知りたいことを取材したり、圏ぺ

たり、整理したりして、仲間に伝えようとしている

○活動してきたこと、追究したことをまとめ、相手にあわせて分かりやすく伝えて

いこうとしている

4－鴫鯛査隊！

｢三思蓋筆鴬誌圭蓋芸璽里L哩型viivui
お世活になった人にお礼の手紙を出そう1時間（1M）

観片 評価規準

コミュニケーション ○鳥や自然とのふれ合いを通して、自分の考えや意見をしっかり述べるとともに、

相手の考えや窟見を尊重しながら、協力して活動していこうとする。

○地域の人や専門の方の膳を聞いたり､疑問に思ったことを質問したりしながら

人とのかかわりを深めようとしている。

問題発見・問題解決 ○野鳥の観察、巣箱づくりの過程で生じる様々な問題に立ち向かい、仲間と協

力しながら粘り強く解決しようとする。



9本時の学習

（、本時目標

自分たちが活動してきた巣台巣箱や餌台づくり、そしてその設置を通して（に向けて）出て

きた課題や疑問、またこれからの野鳥観察への思いを、野鳥の専門家で→あるHさんに伝え、

交流をもつなかで、解決したりその方の思いや考えに触れたりすることができる。

（a評価規準

③専門の方の話を聞いたり､疑問に思ったことを質問したりして、Hさんの思いや考えにふれ

ながら、交流しようとする。

⑬餌台・巣箱がけや野鳥観察について、分からないことや知りたいことをHさんに分かりやす

く表現しようとする。

（副展開

8本時までの学習の流れ

届
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学習活動の流れ

・生態園やまちへ

唖 訂
駅周辺ほかC

○|⑬

・岸期に調査

見にいく①

・わたしたちよ

暮らす人たち

に手紙を書く

春の生き物の様子を観察しにいこう！

(理科「季節と生きもの（春)｣）

ツバメの巣を見に行ってみよう！④

ツバメのことを知ろう！②

二学期になって、最近のツバメの様子やこれからの活動について話し合おう。、

ツバメはどこにいったのか

調べよう！

学習活動と内容（☆教師のかかわり 時儲

1あいさつ、自己紹介をする

○自分の名前と一言を言う。

☆Hさんからも一言をいただくようにする。日頃、つづき博士倶楽部でどのような活動を

しているかについてもふれてもらう予定である。また、Hさんに野鳥調査に出かけを

ときの服装と持ち物を見せてほしいと子どもたちからお願いしている。

2Hさんに巣台巣箱や餌台のこと、野鳥のことを教えてもらおう‘

しつ問コーナーと見てもらうコーナー

○グループごとや全体で質問をしたり、できあがった巣箱やすでに設置した餌台

巣箱を見てもらったりしながら、Hさんと交流をする。

※活動場所晴天時：校舎の裏庭雨天時：4一議室やホーノI

となっているが、雨天時の場合も、設置した餌台巣箱を見てもらうときには、校舎の裏

庭に出ることになる。☆足下が滑りやすいこと、傘をさすことによる危険性に気を配る

3Hさんに教えてもらったことをもとに活動する

○巣台巣箱や餌台そのものに手を加えたり、取り付けをやり直したりする

☆活動がすぐにできない場合には、他のグループの活動を見て、一緒に考えた！

教え合ったりするよう支援し、自分たちの次の活動に活かせるようにする。

4Hさんに話を伺って分かったことや感想を伝える

｜
◆

☆Hさんからもお言葉をもらう。まずは、子どもたちが鳥を身近に感じ、親しんでもらし

たいという担任の願いがある。餌台巣箱が環境に及ぼす影響については、子どもた

ちが烏に十分親しみ、環境保全のことを考えられる段階にまで達していれば、ふれて

もらう予定である。

5Hさんにお礼の言葉を伝える。

6今日の活動をふりかえり、カードを書く‘

5

20

20

1C

5



.このまちでよく見られる鳥を教えてもらったよ。

○達人さんからｱﾄﾘ(イスしてもらったことを活かして、巣箱の修理をしたり
［活動報告］

単元名「4－2鳥調査隊U
単元目標
自分たちの住んでいるまちにいる野鳥を観察したり、調査したりする活動を通して、まちには、様
々な野鳥が生息していることやいろいろな特徴があることに気付き、自然や生き物及びまちへの愛
着を深め、大切にしていこうとする気持ちや態度を養うことができる。
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し直したりする

正頭苔1Eて葛 ！（M） |パードウオ 『汁1力、
i弓.ﾆー

○週に1～詞巣箱と餌台の様子を見にいく。.：○バードウオッチングに行く堀所を話し合う。

．なかなか烏がこないね｡I･自然のいっぱいある地I又公聞に行こうよ_
。どうしたら鳥がくるかな。！○地区公園にバードウオッチングに行く。
･巣箱のある木や巣箱に鳥のﾌﾝがあるよ！｜大きなｶﾗｽの巣があった。
・裏庭の木に鳥がいる何の鳥かな？｜・ヒヨドリが頚いたよ。

○グループの発見をお互いに交換する｡l･シジュウカラ､かわいかったな。

I.もっとバードウォッチングに行きたいな。
’○学区の他の場所にも行ってみる。

【せきれいの道、早測川沿い･･･｡】
◇存期の活動は？→巣箱と餌台で鳥をもっとよびたい炉ってきた鳥の観察を続けよう1

バードウオッチングをして、もっとたくさんの鳥に会いたい！

＜琴期終了→学期へ＞
○巣箱と餌台の観察を続ける。l○みんなの鳥情報をもとに、いろいろなところ

･鳥がいる観察しようと思ったら、,へパｰドｳｵｯﾁﾝゲをしに出かける。

逃げちゃったよ。【駅前のスキップ広場、都筑中央公圃
一冬休みにみかんを置いたら、鳥がいっぱいせせらぎ公園…｡】
来たよ。みかんの切り方を変えて比べたよ

3活動の宗，

|蝿謙撫鵜…一議……
蕊奏鶏蕊雪烏 ，蕊蕊
:;蒸難;溌聯翁華蕊鰐ぃ職【…ｼ…，

＜1学期終了＞

灘蕊溌葱窒纂蝋漂r…

憧臓雛鎌織鱗"鰯

難蕊誇謝謝鱒…醐

篭畿議雲瀞…‘蛾

．－年生が巣箱に出入りする鳥を見たつ-て畦

○よりよい観察の仕方を話し合う。

.みんなで協力して静かにしていかないとね

．洋服を目立たない色にしたらどうかな。

○いろいろな工夫をして、観察を続ける。

・餌台にメジロが来てるみかんを食べてる!
・フンがいっぱいあるよ。

【バードウォッチングへ|：

○今まで鳥と人とのかかわりで感じたことを話し合う。

･ｽｷｯブ広場で､ハトがどんどん寄ってきた｡他の野鳥とは違うね。

・この間、餌をあげている人を見たよ。

・放課後、ぼくも友だちと餌をあげに行ったよ。

・餌付けすることっていいことなのかな。

・鳥は野生なんだから、やってはいけないと思う。

・昆虫や実などの餌がない冬は、食べ物がなくて死んでしまうよ。

・食べ物の少ない時期にだけ､あげたらいいんじゃないかな。

◇みんなが餌台でえさをあげることは？

・観察が目的だから、いいんだよ。ちゃんと、餌台なども責任持ってそうじできる：

・餌をあげるという点では同じような気がするけど･･･。

トー』

今

4考察
「ツバメ」から「まちで見られる野鳥」へと思いが広がり、いくつかの活動が立ち上がっていくにつ
れて、まちには様々な野鳥が生息していることやいろいろな特徴があることに気付くことができた。そ
して、野鳥そのものへの愛着、野鳥のすむ場となる自然への愛着、自然や生き物に恵まれたまちへ
の愛着の気持ちを育むことができた。それは、子どもたちが巣箱や餌台の様子を地道に見続けている
こと、日頃から野鳥を観察していること、おうちの人に野鳥のことを教えようとすること、鳥が特集され
ている新聞をスクラップしたり、鳥の羽を集めて標本にしようとしたりして自分で活動をつくっていくこと
などの態度面からも伺い知ることができる。総合的な学習の時間での活動が、子どもたちの生活の一
部となっていることをたいへんうれしく思う。

ツバメ調査や巣箱づくりでは、グループでの活動が中心となったが、自分の考えや思いを伝え、相
手の考えや思いを聞きながら、協力して活動することの大切さを実感していた。鳥の達人さんとの出
会いはとても大きかったようで、活動するなかで出てきた様々な疑問を、本や資料からだけではなく、
地域の人や専門の方といった人とのかかわりのなかで解決しようとする姿勢も育ってきた。また、「巣
箱づくりが思うようにいかない」「手作りの巣箱になかなか鳥がこない」「野鳥の動きがすばやく観察
が難しい」などの困難に直面したときには、クラスみんなでじっくり話し合いをし、方向性を決めたり
解決の道を探っていった。それが、一人ひとりがそれぞれの課題にしっかり向き合い、最後までねば
り強く取り組む力、新たな活動をつくり出す原動力となっていった。のこぎりや金づちを使っての活動
は初めて体験する子どもも多かったのだが、それらの道具を上手に扱える友だちのよさを発見したり、
「鳥を見分けるのが上手だ」「地図を見るのが上手だ」「木の登って巣箱をつけるのが得意だ」とい
った自分のよさを発見したりすることとなった。それが、教科学習や学校生活においての自信につな
がっていった。日々の活動を記録してきた学習カードは、自らを振り返る評価につながり、同時に－
年間の学びの足あととなった。一方で、設置した巣箱に鳥が巣をつくるのを見られるのは、来年度の
春から夏にかけてのことであるため、ともに成果を見ることができないのは非常に残念である。巣箱や
餌台の今後については、子どもたちと話し合っていきたいと思う。また、まずは「子どもたちが野鳥に
十分親しんでほしい」という願いをもって活動してきたため、もともと教師側の意図していた「環境保
全」という視点にまで高めていくことは難しかった。この単元では、一年間は長いようで短かった。
今後の課題としては、活動中や「学習カード」などでの一人ひとりの見取りをさらにきめ細やかに行
っていき、その見取りをその後の活動での助言や支援のなかでいかに活かしていくかを学んでいきた
い。さらに、子どもたちにとって魅力ある「材」をさぐっていきたい。

く活動のはじまり＞

n寒の牛古物の鱈子寡榊琶|-にい『弓’【唾趣「季節と生きもの（春)j
l,ソパメの堪寡目に行勺T－み上弓I(万Yl6M）’

・わたしたちのツバメマップをつくりたいな。，(国開「ツバメがすむ町｣

ちがさきのまちの鳥葬観察しよう胸（105M）



4－2鳥調査隊！劇場 台本
②グループ巣箱とえさ台づくり

メンバー8910111213

①グループどうして烏のことを総合ですることになったのか

メンバー1234567

語り8わたしたちは、32さんの提案で、巣箱

ことになりました。

みんなよ－し、みんなでがんばろう1

13まず、木を集めることにしいました。

グループやっと集まった。

10よし！さっそく作るぞ！

32さんの提案で、巣箱・えさ台をつくる

（右手を挙げる）

(木をとりにいく）

語りグループ春をさがしにせいたいえんに行こう。

動作〔1〕カワセミが飛んでいるところ

4あっ、カワセミだ。

2ツバメはまだいないね。

5ツバメのじようほうを集めてみようよ。

みんな。

動作〔1〕ツバメが巣に入っていくところ

6巣に入っていくツバメ発見！

7もつとツバメのことを調べよう。

グループグループでツバメ調査にいこう。

4調査の結果をツバメマップでまとめよう。

(左手をグーにして歩く）

(指をさして）

(答えるみたいに）

|（右手を挙げる）みんなエイエイオー！

音楽〔〕のこぎりと金づちの音

ｰ

01 (ツバメを指さして）

I（歩きながら）

動作〔8．9〕のこぎりで木を切る

動作〔'1．10．12．13〕金づちで釘を打つ

I（みんなで首ふり横はダ

|メダメ）

語り11意外と作るの、大変だね－。

(ツバメマップを指して）3中央の辺にたくさんツバメの巣があったね。

1季節によって、ツバメの居場所はちがうの？

2ツバメは春に日本にくるよ。

1夏も日本にいるね！

5冬は、あたたかな東南アジアで過ごすよ。

7オスとメスは協力して巣をつくるよ。

3コンクリートの町はすみにくいんだって。

6つまり、ツバメはあたたかくて、人の多いところを好むんだね。I

語りみんなできた－1

12さっそくとりつけよう！ |(両手をあげバンザイする）

沸
加
鉾
酬
ｚ
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・
己

語り9とりつけ終わった－！

みんなはやく鳥がくるといいね！ (手をあげてジャンプ）
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④グループ巣箱やえさ台を観察して初めて鳥が来たときのこと

メンバー’920212223242526

③グループ鳥の達人、Hさんとの出会い

メンバー15161718

語りグループ私たちは鳥がえさ台に来ているのかを観察しました。語りグループ達人さんとの出会い

17出会いの最初は、大野先生が冊子を見ていて、達人のHさん

の名前を見つけたのがきっかけでした。

18先生からその諾を聞き、さっそく電話をかけることに

四
つ
つ
『
・
心

(えさを持ちながら）25．21今日は鳥がきているかな？

動作〔19以外のグループ〕当たりを見回す

音楽[191少ししたら、ピーピーと鳥の鳴き声を流すしました。

贈り22あ！鳥の鳴き声だ。

22以外のグループあ1本当だ。

20何の鳥の鳴き声だろう？

23．24メジロの鳴き声かな？

音楽〔17〕電賭の音

動作〔15〕電話をかけているところ

語り18そして、来てくれることをOKしてくれました‘

ｰ

③

語りグループ達人さんに教えてもらったこと

l6巣箱の穴の大きさは、その鳥に合わせて作ることです‘

17えさは主にフルーツやジュースです。

18ふんの色は必ず黒と白です。消化できないものは、

吐き出してしまいます。

動作〔26〕鳥を動かす

メジロがえさ台にくる

〔みんな〕クラスで観察

語り26※2～3秒後、その鳥の特ちようを言う

目の周りが白いね！

動作〔26〕5秒後、鳥がにげる箔り16バードウォッチングで大切なことは、「大声を出さない‐

「走らない」などです。

動作〔17．18〕走ったりさわいだりする様子 19あ1鳥がにげちゃった！じゃあ、帰ろう！

〔グループ〕出てる人が元の場所にもどる

グループこのようにして、鳥の観察を続けています。

り
作
り

語
動
陪語り15バードウォッチングの時の服そうは、グレーや緑など、

自然の色に合わせた、目立たない色の服を蒲ることです‘

－12．－11‐



⑤グループバードウオッチングのこと

メンバー2728293031323334

⑥グループ鳥にえさをあげることについて話し合ったこと

メンバー353637383940

語り30バードウオッチングでいろいろな鳥を観察するために

たくさんの公園に行きました。

29あつ、あそこに鳥がいるよ！ ’（指でさして）

27あれ、キツツキだよ！図かんで調べてみよう！

34あの鳥には、名前があるよ。コゲラって言うんだね。I（図かんを見ながら）

シマシマもようで、ドアがきしむような鳴き声なんだね。1

31みんな静かにしないと、鳥がにげちゃうよ。 ｜（メモするまね）

32今何分？メモしないと。 ｜（指でさして）

33向こうにもいるよ。

28あつ、本当だ。

30あれは、ヒヨドリかな－？

34たしかに、なみなみに飛んでいるから、ヒヨドリだよ。

グループこんな感じで、バードウオッチングをして、鳥を観察して｜

きました。

語りグループ私たち・ぼくたちは、鳥にえさをあげることについて

話し合いました。

39あっ、あそこに鳥がいるけど、えさをあげていいかな？

40あとでゴミにならないのかな？

36かたづければいいんじゃないの？

35そして、鳥にえさをあげることについて、クラスのみんなは

賛成と反対に分かれました。

賛成の人の意見は、「えさが少ないときはあげてもいいのでは」

という意見で

反対の人は、「それだったら鳥が野性にもどれなくなって

しまうよ」という意見でした。

37程
』
『
’
一

38

それで、みんなで今話し合っているところでは、

「えさをあげる回数をへらしたり、えさの量をへらしたり

すればいいのかな」ということになっています。

40
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本事例では、ツバメに関する様々な問題解決的な学習を行う。その過程で、学校の職員

はもちろん、地域の方・NPOなどの専門家などの協力を仰ぐことも多い。さまざまな人

々との交流を深めることにより、人の魅力についても感じ取ることができるようにしたい。

[実践報告2］

身近な野鳥「ツバメ」を通して自然・地域を見つめよう

横浜市立恩田小学校堤達俊
3．展開計画

1．ツバメと教科との関連

（1）ツバメの特性と1．2年生活科との関連

ツバメは、学校の昇降口などによく営巣する、子どもにとってはとても身近な野鳥の一つ

である。身近な野鳥は他にもいるが、繁殖の様子を比較的容易に観察できる野鳥は、他にあ

まりいない。

子どもたちにとって、「春と遊ぼう」や「夏と遊ぼう」などの活動と共に扱うことにより、

学校内や地域の自然への関心を高めることができる。また、取材活動を通し、地域の人たち

との交流も深まる。これらの活動を通して、学校や地域への愛蔚が高められるようにしたい。

（2）3年社会科との関連

ツバメは、学校だけでなく人家の軒下にも営巣する、地域の人たちにとっても身近な野鳥

である。

「まちたんけんをしよう」の単元で、地域の様子を調べる際に、ツバメの巣のある場所を

探すことによって、地域の自然の様子やそれを取り巻く人々の様子を鯛ぺることができる。

本事例を取り上げることによって、社会の学習をより豊かなものにすることができると思わ

れる。

（3）4．6年理科との関連

ツバメは、春になると南の国から日本にやってきて繁殖し、秋になると再び南の国に帰っ

ていく渡り鳥（夏鳥）である。

4年「季節と生き物」では、この渡り鳥としてのツバメを取り上げることによって、季節

の移り変わりをわかりやすくとらえることができる。

また、ツバメは、飛んでいる昆虫を主食とする最も身近な肉食性の生物でもある。つまり、

生態系でも上位に位置する生物である。

6年「生き物のくらしと自然環境」では、このツバメを窓口にして自然を見つめることに

より、生態系の様子を垣間見ることができ、身近な地域の自然環境について考えることもで

きる。

（4）3～6年総合的な学習との関連

これまで挙げたように、ツバメは、他の生物にない多くの特性を持っている。このツバメ

を核にし、子どもが自ら学習問題を設定し、問題解決的な学習を行うことによって、自然環

境全体について考えることも可能である。また、渡りを通して、国際理解教育との関連を図

ることもできる。このように、ツバメは、様々な可能性を秘めた教材と思われる。
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4．子どもたちの主な活動

本事例は、小学校3年生が、総合的な学習としてクラスで取り組んだものである。

（1）巣のある場所を鯛ぺる。

学区を回って、ツバメの巣の場所を探し、地図にシールを貼ってまとめた。子どもたちは、

それまでツバメに関心がなかったせいか、巣のある場所をほとんど知らず、地域の人に教えて

もらうこともあった。その際に、単にツバメの巣のある場所を教えてもらうだけでなく、「昔に

比べてツバメの巣は少なくなったわね｡」「ツバメが巣を作る家には幸せが来るのよ･」などとい

うことを教えてもらうこともできた。そのため、ツバメだけでなく、人とツバメの関わりにつ

いても考えることができた。

2．活動のねらいと取り扱いの視点

本事例のねらいは次の通りである。

○ツバメを通して身近な自然、地域、そこに住む人々の様子について関心をもち、それら

を大切にしようとする心情を育てる。

本事例では、前述したように、ツバメを通して身近な自然に対する関心を高めるだけで

なく、人々との交流を通して地域全体への関心をもつことを目的としている。また、これ

らの活動を通して、地域やそこに住む生物・人々を大切にしていこうという心情や態度を

育てることも大切である。

‐24‐‐23‐

主な活動 教師の支援

○各グループごとに調ぺ活動を行う。（30）

・ツバメって、一生懸命子育てをするんだね。

｡わからないことは、地区センターで鯛ぺたり、

地域の人や専門家に聞いて見ようよ，

○調べたことを発表しあう。（2）

･学校の周りには、自然がいっぱいあるんだね‘

・これからは、もっと自然を大切にしたいな。

．実際に地域を回った

り、人に聞いたりし

ながら鯛ぺ活動を行

うようにする‘

･ツバメだけでなく、

周りの環境にも目を

向けるようにする。

回数

地域の野鳥 巣



（6）卵の様子を観察する。

ツバメは、比較的警戒心が少ないので、営巣の様子を観察しやすい。また、抱卵中も、親霊

が採餌のために巣を離れることがある。その間に、巣の中の卵の様子を観察する方法を考えた…

▲ツバメの巣の位置を表した地図

（2）巣作りの行動を調べる。

子どもたちは、巣から適度な距離を開けた場所から、ストップウオッチを持って、巣作りの

ために土を運ぶ間隔を静かに計測した。約3分おきに土を運ぶ親鳥の大変さに驚いていた。
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（3）ツバメや他の野鳥の飛び方を調べる。

最初、ツバメの飛ぶ速さを調べたかつナニ

ようだが、実践した子どもたち（3年生>・

は算数で速さの学習を行っていないため、

ツバメの飛ぶ速さを調べることはできなか

った。そこで、子どもたちは、テーマを琴

バメの飛び方に替えて観察を行った。その

後、他の野鳥の飛び方にも関心を示し、ツ

バメと比較して観察する

ことができた。

ヅバソや職”のルのt-Z八鰯 ▲巣の中の卵を観察する道具の製作

垂の･ﾉ八・三
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▲巣の中の卵の観察

子どもたちは、観察する道具を作るのにかなり苦労していたが、試行錯誤の末、竹馬の足を

載せる部分の裏に平面鏡を取り付けて、巣の中の卵を観察することを考えた。実際に鏡に映ぅ

た卵を観察できた時には大きな歓声が上がった。

※この活動は、ツバメへのストレスを与えやすいので、十分に注意する。ツバメを驚かせ鼻

］
、
卜
く

/｝驚瞳卜鈴ズズｫﾇで苧
、．：、癖緊急

蟻鞭霊、亜蕊、

蕊『J懲蕊
と、繁殖活動を放棄してしまう可能性もあ

る。作った観察道具が、きちんと使えるも

のになっているか調べる時は、もう使用し

ていない古巣を使って確かめると、ツバメ

への負担を軽減できると共に、子どもたち

もじっくりと取り組むことができる。

また、単にツバメを観察する場合でも、

双眼鏡・望遠鏡を使用してツバメとある程

度の距離を保ち、むやみに近づかないよう

にすることが大切である。

▲ツバメと他の野鳥の飛び方の比較
、

（4）ツバメを題材にした物語を調べる。

ツバメを題材とした物語を調べ、読み楽しもうとする学習を行った。本を探すために近くの

地区センターの図書室に行き、係の人に聞いたり、インターネット

で調べ、そのいくつかを読んだりした。 慰農蕊
灘
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簿
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（5）ツバメ以外の野鳥の観察をする。

ツバメを観察した子どもたちは、「学校の周りにはどんな野鳥が住んでいるのだろう。」と、

他の野鳥へも関心を持つようになった。そして、近くの谷戸へ双眼鏡を持っていき、バードウ

ォッチングを行った。ムクドリ・オナガ・ヒヨドリといった身近な野鳥を見つけて喜んでいた墨

観察の際には、野鳥図鑑では、掲載されている種が多すぎて子どもたちに扱いづらいと思われ

たので、小学生用に開発され、身近な野鳥のみを取り扱った野鳥シート（全国愛鳥教育研究会

：企画・財団法人日本鳥類保護連盟：製作）を教材として使用した。

子どもたちは、それ以降、野鳥への関心を高く持つようになり、野鳥を見かけると「あれは

ムクドリだね。jとか「あれは何という鳥かな。」という発言が聞かれるようになった。

－25‐

▲観察した卵の様子

また、卵やヒナの採取・捕獲は鳥獣保護法にて禁じられている。

※この活動は、ツバメへのストレスを与えやすいので、十分に注意する。ツバメを驚かせ畳

と、繁殖活動を放棄してしまう可能性もある。また、単にツバメを観察する場合でも、双眼霞

・望遠鏡を使用してツバメとある程度の距離を保ち、むやみに近づかないようにすることが大

切である。

また、卵やヒナの採取・捕獲は鳥獣保護法にて禁じられている。
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（9）野鳥の巣について調べる。

渡りが終わって、繁殖の様子を観察したツバメの

巣をじっくり見た子どもたちは、「他の野鳥の巣も

見てみたい。」と思うよう|こなった。早速、校内や

近隣の公園を探したところ、校内でキジバトの古

巣を見つけることができた。また、技術員さんに

「メジロの古巣があるよ。」と教えてもらうことも

できた。

学校に隣接する公園では、ハシブトガラスの古

巣が木の高い場所にあることがわかった。子ども

たちではとても取れる高さでなかったため、公園

緑地事務所へ連絡すると、翌日、係の方が来て取

ってくれることになった。取ってもらったハシブ

トガラスの古巣を見て、子どもたちは大喜びだっ

た。

子どもたちは、集めた古巣や観察したツバメの

巣を、周りの長さ・巣材の種類・巣のあった場所

などについて比較して調べ、表にまとめた。子ど

もたちは、その違いにとても驚いていた。

（7）エサの種類を調べる。

ヒナがかえると、子どもたちは、エサを運ぶ回数やその種類を調べたり、その様子をデジタ

ルカメラで写真に撮ったりする活動を行った。

ツバメが食べるエサの種類は、図書室の本で調べ、飛んでいる虫を食べることがわかった。

しかし、子どもたちは、ミミズや地面|こいる昆虫も食べるのではないかと予想し、捕まえてき

たミミズや昆虫の幼虫を巣の近くの地面に置いてみた。しかし、ツバメは見向きもしませんで

した。

そこで、ヒナの糞を拾い、水を入れたヨ

ップに入れ、糞をバラバラにし、ろ紙でこ

して双眼実態顕微鏡で観察した。すると、

小さな昆虫の腹や足、羽根などが見えた。

結果的に飛んでいる虫を食べているのかど

うかはわからなかったものの、ツバメは昆

虫類を食べる肉食性の野鳥だということは

よくわかった。そのことにより、生態系の

一部を垣間見ることができたようだ。

▲ツバメの糞の観察

▲公園管理事務所の方にハシブトガラス曇

巣を取ってもらう

（8）わたりについて調べる。

夏休みが終わって学校に登校してみると、ツバメの巣は空になっていた。子どもたちは、図

書室にあったツバメに関する本を読んで、南の国に渡っていくらしいことはわかっていた。し

かし、「本当|こ南の国へ行ったのだろうか。」「それをどうやって調べたのだろうか。」「南の国っ

てどこだろうか。」「南の国で何をしているのだろうか。」などという疑問が多数出てきた。

そこで、子どもたちは、（財）日本野鳥の会や近くの博物館に電話したり、図書室のツバメに

関する本の著者に直接手紙を出したりして調べた。

その結果、ツバメはフィリピンやマレーシアなどの東南アジアの国々へ渡っていくこと、一

部は静岡や九州で越冬すること、渡りのことを調べるために足輪を使っていること、南の国で

は繁殖しないこと、などを知ることができた。しかし、3年生では、まだ地域学習をしている

段階であり、これ以上、他の国々へと関心を広げることはできなかった。

い
つ

▲野鳥の巣の違い▲ハシブトガラスとメジロの古巣の比較

（1o）地域の植物や昆虫を調べる。

ツバメを調べることで、身近なの自然への関心が広がった子どもたちは、地域の植物や昆雲

を調ぺた。

植物では、学校周辺の野草を採集し、図鑑で調べることができた。

昆虫では、オサムシやコオロギなど、種類を決めてくわしく調べようとしていた。力マキ藩

について調べたグループは、学区で見られる4種類のカマキリのいた場所をツバメの巣のよう

に地図に印を付けて記録するだ|ナでなく、算数の「表とグラフ」の学習を生かし、見つけた&；

友達に聞いたりしてわかったカマキリの数を種類別にグラフに表すこともできた。
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5．活動の成果と課題

子どもたちは、これらの学習を通して、以下のようなことを学ぶことができた。

①ツバメを通して身近な自然環境に関心を持つことができた。

子どもにとって最も身近な野鳥ツバメは、生態系の中でも上位に位置する生物である。つま

り、ツバメの食性を調べることで、エサとなる昆虫へも目がいくようになった。

また、繁殖活動を観察するのが比較的容易なため、子どもたちの関心が高くなり、意欲が持

続した。また、ツバメから身近な自然へと関心が広がりやすかった。

②ツバメや身近な自然について調べることを通して、問題解決の能力・情報処理の能力を高

めることができた。

単に調べ活動を行うだけでなく、調べた結果をどのようにまとめると見やすいか、わかりや

すく伝えられるか、ということを考えるのに、大変役立った。

③ツバメや身近な自然について調べることを通して、地域に関心を持ち、愛着をもてるよう

になった。

ツバメは、主に人家や建築物に営巣するため、人間との関係が深い野鳥の一つである。その

ため、巣のある場所を探す活動などを通して地域やそこに住む人たちへの関心が高まった。

④ツバメについて調べる活動を通して、人とのつながりを深めることができた。

ツバメについて深く調べるためには、子どもたちだけの力では足りなく、専門家や行政の方

々・学校の職員の力を借りることとなった。また、地域の方へ取材することもあった。子ども

たちは、これらの活動を通して、多くの方々の存在に気づき、温かい対応を受けることにより、

人とのふれあいや交流を深めることができた。

⑤ツバメの渡りを調べることは、国際理解教育へと広がりをもつことができる。

今回の3年生の実践では、子どもの発達段階から国際理解へと広がりをもたせることはでき

なかったが、学年によっては、ツバメの渡りをきっかけにして、国際理解教育へつなげること

ができると考えられる。国際交流団体やインターネットなどを活用すれば、現地の子どもたち

との交流も可能になると思われる。そのような活動に深めることができれば、渡りを通して、

世界の自然についても考えることができるだろう。

また、さらに発展させて、冬鳥として日本にやってくる野鳥の繁殖地の自然についても考え

ることができると思われる。

これらのことから、身近な野鳥「ツバメ」を題材にして環境について考えることは、大変有

意義なことだと考えることができる。
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ツバメかんさつ全国ネットワーク

（財）日本野鳥の会自然保護室広域調査プロジェクト担当神山和夫

「ツバメかんさつ全国ネットワーク」は、各地

で行われているツバメ観察の記録を電子地図ソ

フトウエアとインターネットを使って全国的に

集計しようという試みです。

ツバメを観察したそれぞれの人が、電子地

図ソフトウエアに観察記録を入力してインター

ネットで送信すると、ホームページの全国地図

に観察地点と観察記録が表示されます。
2004年8月12日現在のツバメの巣の報告

2004年はネットワークがスタートした初めて

の年でしたが、日本中から約2000カ所のツバメ

の巣の情報が寄せられました。しかし、学校で

の利用にはやや問題があることも分かりました書

学校のインターネット利用環境はセキュリティ

設定が厳しいため、電子地図ソフトが利用でき

ないことも少なくないようです。

今後ソフトウエアを改良して、セキュリティ

設定が厳しくても動作するようにバージョン

アップすることを計画しています。

●
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毎回好評！恒例巣山香里のバードクラフトコーナー

ツバメやじるくえ

横浜市立神橋小学校教諭巣山香里

以前、高野山で竹で作ったとんぼのやじるく

えを見たことがあり、それを思い出してハサミ

でチョキチョキとしてみました。素材は、竹で

はなく紙なのですが、型紙さえあれば何度でも

手軽に作れるかなあと思います。

ツバメをと思って挑戦してみましたが、やじ

るくえとは何とも微妙なもので、こんな鳥はい

ないだろうというものになってしまいましたが、

みなさんもチャレンジしてみてください。
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もりまき通信(21）

『外来種・移入種専門センター」センター」の一案
自然観察指導員桐原（森）真希

●外来生物法施行

2005年6月1日、帰化生物・移入生物に関す

る法律が施行された。「特定外来生物による生

態系等に係わる被害の防止に関する法律」略し

て「外来生物法｣。アライグマや、オオクチバス、

タイワンリスなど37種が「特定外来生物」に指

定された。指定された生物は、飼育、栽培、運搬、

保管、輸入、譲渡などが規制される。さらに要

注意外来生物リストも作成され、環境省のホー

ムページでその詳細を見ることができる。

そのホームページの中に、「Q&Aこんな時は

どうしたらいいの？」のコーナーがあり、特定

外来種を飼いきれなくなった場合の解答があっ

た。その一部を抜粋する｡．

■特定外来生物に限らず、生き物を飼い始めた

場合は、最後まで飼い続ける責任を持たなけれ

ばなりません。

■どうしても出来ない場合は、あなたが責任を

持って殺処分してください。残念ですが、これ

は許可を受けた者として負っていただく責任で

す。故意に逃がした場合は処罰の対象となりま

すので注意してください。

■このような事態に陥らないためにも、生き物

を飼い始めるときは、その生き物の寿命、成長

したときの大きさ、‘性格や生態といったことを

十分調べた上で判断してください。
一一一一一一一－一一一一一一一一ーーﾛ■■一一一q■■｡■■ーー＝ ーー－

生態系や農林水産業への被害、人への被害な

どが明らかであったり、十分予測ができたりす

る種類については、この法の施行は遅きに失し

た感があるが、それでも施行されことの意味は

大きいと考える。ただし、上記の抜粋部分で気

になる言葉があった。

●個人で殺処分

「どうしても出来ない場合は、あなたが責任を

持って殺処分して下さい｡」これは、果たして簡

単に出来るものだろうかと疑問に思った。自活

体の保健所に依頼するのか、個人が何らかの手
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法で殺さなければならないのか、殺した後はど

う処理するのか､庭に埋めるのか､焼却するのか。

個人に処分をゆだねるとなると、色々と問題か

生じる可能性があるのではないだろうか。特に

大型の種に関しては、個人で行うのは困難を要

するであろう。

外来生物法の施行前から特定外来種を飼育し

ている場合は、特別な許可を取る手続きが必要

とのこと。国内において個人で飼育されている

特定外来種は、一体どれくらいの数がいるかは

定かではないが、施行前はインターネットやペッ

トショップ、ホームセンターなどで簡単に入手

できる生き物であったからには、少ない数では

ないであろう。

また認定を受けた特定外来生物の防除活動で

捕獲された生物は、種類ごとに公示される方法

に沿って取扱われることになっており、その方

法の中でやむを得ず殺処分をする場合もあると

説明されている。出来るだけ苦痛を与えない方

法で処分することになると補足があったが、今

も年間何十万頭というノイヌやノネコが処分さ

れていることを考えると、あまり表に出てきそ

うにない事項なのかもしれない。

家電リサイクル法で、エアコンやテレビを廃

棄する時に、リサイクル料が発生することを義

務付けにしてから間もなくは、家電の不法投棄

がかえって増加したという。それと同じように、

個人で殺処分をすることを嫌がる飼育者が不法

に野外に放棄する例が増えることも容易に想像

される。

●三浦半島のアライグマ

2005年7月にNHKで放送された「地球だい

好きI環境新時代」に、三浦半島で生息域を拡

大するアライグマが紹介されていた。農業被害

を受けている人、家屋に営巣され10万円近く⑦

修理代がかかった人、半島の生態系を調査して

いる人、アライグマの里親を探している人など、

様々な立場の方々の意見があり、外来種問題α

根深さを感じた。横浜市が企画したアライグマ



をめぐるフォーラムでも、意見の対立があり議

論は平行線。一刻も早く全面駆除すべしとする

意見と、殺さないでという意見の双方が歩み寄

るアイデイアが出て来ないのだ。

私個人としては、どちらの意見も大切だと思

う。しかし、動物愛護団体や動物福祉団体がで

きることには限界があるのではないか。実際、

番組の中でも、捕獲されたアライグマの里親探

しは難航している様子だった。

特定外来種の中でも、セアカゴケグモや、ア

ルゼンチンアリなどの節足動物、またミズヒマ

ワリやナガエツルノゲイトウといった植物が駆

除の対象の場合、「かわいそうだから駆除反対」

と大きく反応する立場の人の発言はあまり聞か

れない。しかしながら、タイワンザルやジャワ

マングース、ヌートリアなどの哨乳類、ソウシ

チョウ、ガピチョウなどの鳥類、グリーンアノー

ルといった肥虫類を含む脊椎動物の特定外来種

は、「駆除のため、捕獲して殺処分し焼却しま

した」となれば敏感に反応するというのが、人

情かもしれない。同じ命には変わりないのだが、

生き物の差別化・区別化をしてしまう感'性は、

立場や考え方により、これまた多様である。い

ずれにしても、殺処分､安楽死に反対する意見も、

完全に無視することはできない。

●「環境省生物多様性センター」があるならば

山梨県富士吉田市に「環境省生物多様性セン

ター」がある。日本国内の動植物の生育状況や

分布、自然環境の調査などを行っている。特定

外来種は、この生物多様'性に脅威を与える存在

であり、相対するものといってよいであろう。

であるならば、「外来種・移入種専門センター」

または「外来種動物園博物館」を新たに開設し

てみるのはどうだろう。または、「生物多様性セ

ンター」にその機能を併設したらどうだろうか

と思う。

日本国内の外来種問題だけでなく、世界各国

の外来種問題も取り上げた、移入・外来・帰イヒ

生物における全ての‘情報の集約場所であり、か

つ、教育啓蒙のための施設としての役目を持ち、

国内で捕獲された特定外来種の一時保護施設と

しての機能も併せ持つという構想を勝手ながら

考えてみた。

このような機関が存在すれば、動物愛護団体

や動物福祉団体の意向も、かなり取り入れるこ
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とができるのではないかと思う。また個人で穀

処理が困難な場合に対応した、外来種を引き取

る仕組みとそのための窓口を開設するといった

こともできるのではないだろうか。もちろん、

そうなれば各都道府県の保健所との連携も必要

になってくるだろう。

●実現は不可能？

しかし、そう簡単に実現できるというわけて

はなさそうである。現時点でも問題が山積みで

ある。というのも、仮に、全国で捕獲された全

ての特定外来生物の脊椎動物、鳥類等を移送し

保護するとなれば、その頭数は霧しい数にのIヨ

るであろうし、移送費や餌代など一体誰が支打

うことになるのか。今後、指定される種が増え

る可能'性が高いことを想定すると、敷地も広く

なければならない。保護された動物も、飼育套

格を持つ施設や個人の里親へと引き渡される場

合は良いにしても、病気や怪我をしている個体

については、そうもいかないであろう。各地α

動物園や、動物を扱う研究機関（例えば獣医学

部がある大学など）で引き取ってもらうにして

も、そういった需要は大口ではないと思われる。

二次的利用として、剥製や骨格標本を作って

学校や博物館などの教育機関に寄贈するという

方法も考えられる。しかし、購入してもらうに

しても、標本製作だけでも大きな出費となる《

ちょっと過激ではあるが、命を無駄にしない食

材としての利用なども考えられる。しかし、こ

れも難しそうだ。個体そのものがどんな育ち夫

をしたか分からない上に、リスやサルを食べそ

という習'慣は日本人にはなじみにくいものであ

る。毛皮利用に限っても、果たして良い効果力

出てくるか想像しにくい。保護するのであ湘

ば、避妊手術も施さなければならないが、これ

にも費用がかかる。また、保護された個体を

その寿命が尽きるまで飼育するといっても、箱

済的にも物理的にも非現実的であろう。本来α

生息場所や原産地に送り返すといっても、原産

地でよほど個体数が激減し、他から移入して糧

の保存を図るといったことがない限り、安易に

持ち込むべきでもないだろう。原産地でも適正

なバランスの個体密度があるからである。そう

でなくても、移送費がかかる。

他に妙案がないものか◎ひらめいた方が、環

境省の自然環境局野生生物課外来生物担当
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(03-3581-3351(代表))にご意見として伝えるこ

とで、新たな進展が生まれるかもしれない。

●生き物に罪はない

外来種問題の全ての根源は「人間」である箸

意図的、非意図的を問わず、持ち込まれた外来

生物たちは、だた新天地で懸命に生きているだ

けである。しかし、その存在が与える影響の大

きさが放置できない状態になって、ようやく法

へ

f切詞
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律が施行された。まだスタートしたばかりのシ

ステムであるだけに、今後の動向が大いに気に

なる。

自然や生き物に対して、無知であったり謙虚

さを欠いた行いは、結局は人間の社会に悪い形

で返ってくる。生物多様性や外来種問題につい

て、国や地域の行政は、もっと教育普及活動を

行っていくべきであろう。

＝…IiI唆一一

鍵患;雫灘蕊蕊
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コウノトリの野生復帰事業・放鳥の開始

平成17年9月24日（土）～25日（日）、兵

庫県豊岡市において「第3回コウノトリ未来・

国際かいぎ」が開催されました。当日は、秋篠

宮殿下、同妃殿下のご臨席のもと、内外の烏燕

学研究者をはじめ、農業、まちづくり、教育等

の各関係者、さらには多くの市民ボランティア

や子供たちなど、大変多くの方々の参加により、

記念すべき一大イベントが展開されました。

その一環として、特に全国的な注目を浴びた

のが、飼育下にあったコウノトリの放鳥でした。

豊岡市の位置する豊岡盆地とその周辺は、古く

から野生のコウノトリ（留鳥）が生息する地と

して有名でしたが、人為的な環境の改変による

営巣木の減少や餌動物の不足、あるいは農薬の

大量使用による影響等により、徐々に数を減ら

し、1971年（昭和46年)、ついに野生個体が絶

滅するに至りました。一方で1965年(昭和40年）

から、捕獲した個体を中心に、地元に設置され

た飼育場において繁殖事業が開始されましたが、

長い間雛の姿を見ることは適いませんでした。し

かし、旧ソ連のハバロフスク地方から贈られた

個体によって、1989年（平成元年)、念願の僻化

に成功し（東京都の多摩動物公園では前年に初

めて雁化に成功)、それをきっかけにその後は順

調に数を増やし続け、今では118羽にまで達し

ました。こうした経過を経て今回、飼育下にあっ

た5羽のコウノトリの野生復帰に向けた放鳥が

行われたわけです。5羽の‘性別による内訳は雄

が2羽と雌が3羽ということでしたが、なぜ雌

を1羽多くしたのでしょうか。それは、既にご

存じの方もいるかもしれませんが、この豊岡に

は2002年から1羽の野生のコウノトリが留鳥化

して棲みついており、その個体が雄（地元では「

ハチゴロウ」と名付けられている）であるため、

放鳥後の雌雄が同数になる（それぞれがペアに

なる）ようにとの意図によるものです。

当日（24日）は午後2時30分頃に、兵庫県立

コウノトリの郷公園の前面にある田圃から1羽

ずつ順に放鳥がなされましたが、どの個体も実

にきれいに飛び立ち、周辺に集まった多くの観
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衆(3500人と発表されましたが、それをかなり上

回っていたような気がします）からは､その都度

大きな歓声とどよめきが上がり、中には感激α

あまり涙を流す姿も見られました。私も、本等

業に対しては陰ながら10年以上も関わってきた

手前、やはり感無量といった気持ちを禁じ得ま

せんでした。

しかしながら、大変なのはむしろこれからと

いうことになるでしょう。何しろわが国ではこ

れまでに例のない、烏類の本格的な野生復帰享

業ということになりますので、未知の部分も勢

多くあり、今後成功に至るかどうかは数十年に

渡る見通しと、科学的かつ専門的な知見をもと

にした根気強い取り組み、生息環境の整備と農

業との調和、地元住民の方々の協調と理解、そ

して周辺あるいは全国的な人々の応援など、あ

らゆる助けが必要となってくるに違いありませ

ん。海外のいくつかの烏種における野生復帰事

業の成功事例なども参考にしながら、より望ま

しい方向に推移してくれることを祈るばかりて

す。

わが国では、この後、佐渡におけるトキの閏

生復帰事業が控えています。また、その他にも

絶滅が心配されている鳥種の飼育繁殖後の野生

復帰事業が、いくつも検討されるようになって

きています。こうした状況にあって、今回のコ

ウノトリの放鳥は、言わば希望の星と見られる

わけです。その星が輝き続け、これに新たな星

が続いていくことを願わずにはいられません。

人と野烏との真の共存のあり方を求めていく

ためにも、野生復帰事業というのは大変重い意

味を持ってくるものと考えられます。放鳥され

たコウノトリが、私たちに問いかけてくるもの

はいったい何であるのか、現場に立ち合った者

の一人として改めて深く思いを廻らすこととな

りました。コウノトリ、そして野生復帰事業に

ついて、これから一人でも多くの方に関心を持っ

ていただければ幸いです。

（2005年・秋）
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『鳥よ、人よ、唾れ

一東京港野鳥公園の誕生、そして現在』
加藤幸子箸2004年5月

(株）藤原書店定価（本体)2,200R
ISBN:4-89434-388-6

今年の5月22日（土）～23日（日）の2日間

にわたり、東京港野鳥公園において「東京バー

ドフェスティバル2004」が開催された。本研

究会宛てにも、実行委員会の方々からお誘いの

文書を頂戴したものの、残念ながら諸般の都合

により出展は見合わせることになり、個人参加

という形で会場に足を運ぶことにした。

そうした中、（財）日本自然保護協会の創設期

の正職員を経験され、芥川賞作家でもある加藤

幸子先生の記念講演を拝聴する機会に恵まれた。

その演題が、ずばり「烏よ、人よ、匙れ－東京

港野鳥公園の誕生」。本書のタイトルそのもので

あった。

このタイトルの通り、本書は東京港野鳥公園

の成り立ちに関わる様々な活動の経緯が、時系

列を追うようにして生き生きと描き出されてい

る。

大井埠頭の埋立地との出会いによって、東京

都大田区の住民を中心に、加藤先生を代表とし

て「小池しぜんの子」という自然観察会が発足

したのが1972年のこと。以来、その会の活動を

核としながら、全面的に東京都の卸売市場の移

転が予定されていた大井埋立地を保護するため

の活動が、多くの協力者との連携とともに展開

されていく。そうした中で、「野烏公園」を設置

する構想が生まれ、「小池しぜんの子」を中心に

関係する自然保護団体が名を連ねて「大井自然

公園推進協議会」が発足。大規模な署名運動を

繰り広げると同時に、大田区議会や東京都議会、

あるいは東京都知事宛に要望書や請願を提出。

さらに、土地を管理する東京都港湾局、移転計

画を推進している都の中央卸売市場、そしてそ

れを後押ししていた農林水産省にまで交渉に及

ぶ。

こうして、政治や行政に対して、全く臆する
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ことなく正面から渡り合い、遂に、今に至る「東

京港野鳥公園」の誕生に漕ぎ着けたことは、わ

が国の自然保護運動の歴史に大きな足跡を残す

ものとして、極めて高く評価されるに違いない。

なお本書には、「小池しぜんの子」の活動に関

連して、本研究会の顧問を長年務めていただい

ている千羽晋示先生が登場。また、前・日本鳥

類保護連盟会長で、当時環境庁長官の職にあっ

た故・鯨岡兵輔先生が、都議会議員との交渉に

際し、決め手となるような援助をされた様子な

ども克明に描かれている。一方で、現在も自然

保護や環境教育の分野において第一線で活躍さ

れている方々の当時の姿を知ることができ、そ

れだけでも一読の価値がある◎

東京港野鳥公園では、本研究会も過去に何度

か研修会や観察会を催している。また、前会長

であった故・江袋島吉先生もここをよく野烏観

察のためのフィールドとされておられた。

その他、ナホトカ号の油流出事故の際に、被

害に遭った多くの水鳥の死体を冷凍庫に収容し

ていただき、記録の整備やその後の分析・研究

のために大いに尽力いただいたのもこの公園、

およびそこで活動を展開している日本野鳥の会

の方々であった。さらに、私が文部科学省によ

るあるプロジェクトに加わっていた際に、‘快く

ご協力いただいたのが、その当時、野鳥公園の

チーフレンジャーを務めておられた故・大屋親

雄氏であった。

このように、東京港野鳥公園という所は、私

個人にとっても、多くのゆかりの方々を常に祐

俳とさせるような、言わば心の故郷とでも言う

べき場所なのである。

東京バードフェスティバルもスタートし、今

後も自然保護や環境教育等の舞台として欠かす

ことのできない東京港野鳥公園。本書によって、
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｢ビオトーブを考えるヒント」
木呂子豊彦著2003年5月

新風社定価（本体)1,200円
ISBN:4-7974-2772-8

本書は、わが国における今後の野生生物の保

全を考えていく上で、欠かすことのできない重

要な概念の一つと考えられる「ビオトープ」に

ついて、様々な角度から解説されている、言わ

ば格好の入門書である。

著者の木呂子豊彦氏は、全国学校ビオトープ・

ネットワークの理事を務められ、技術士のほか、

(財）日本生態系協会が認定している一級ビオ

トーフ°計画管理士として、日々活躍しておられ

る方である。本会も、中部地区で開催された「学

校ビオトープシンポジウム」等で、同氏には過

去に何度もお世話いただいている。

本書の構成は、大きく2部に分けられており、

うち第1部では、ビオトープとしての自然環境

の捉え方や、学校におけるビオトープづくり、

さらには生物の生育環境の保全につながる活動

から、環境教育や福祉への展開に至るまで、大

…

その成り立ちに思いを馳せ、自然保護活動の原

点を探ることは、そうした活動を展開していく

上で、大きな活力となるに違いない。

（2004年・夏〉

r〕1
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変Ill畠の広い論述がなされている。どの項に関し

ても、著者のこれまでの取り組みや経‘験に裏打

ちされた、具体的な記述がなされており、紹介

されている各種の事例とともに、大変参考にな

るに違いない。

一方、第2部においては、2001年9月に派遣

された「アメリカ合衆国集水域調査団（略称)圭

に団員として参加された際の、一連の視察記録

がまとめられている。その中でも、特にフロリ

ダ州のキシミー川の蛇行復元事業の例などは、

自然環境の本質的な復元を実証する上でも目を

見張るものがある。

その他にも、連邦政府や州政府（メリーラン

ドおよびフロリダ)、さらには関係NGOに至る

各機関の訪問記がまとめられており、それぞれ

のレベルにおける自然環境の保全と復元に関わ

る活動の様子を窺うことができる。

本書によって、そのタイトルの通り、より多

くの方々がビオトープについて考えていただけ

ればと願う次第である。特に、これからビオトー

プづくりに取り組もうと考えている方に、一読

をお薦めしたい。(2004年･夏〉

溌蕊嶺謬参奮謎溌卿蒋鮎#‘#騨携イ

… 豊藩’蝿錘‘



愛鳥教育No.712007.4

|園

｢鳥見びと望見記」
皿井信著平成16年6月

（財）豊橋文化振興財団

定価（税込)1,500円

ISBN:4-924966-32-1

本書は、全国愛鳥教育研究会の理事でもある

皿井信先生によって著されたもので、以前本誌

でもご紹介させていただいた「烏見びと徒然

草」に続き、（財）豊橋文化振興財団がシリース

化して発行している「ちぎり文庫」の第32集と

して収められている。

内容としては、平成11年から平成16年にか

けて、「東日新聞｣、「豊橋文化』（豊橋文化振興

財団)､『Amil(三遠南信情報誌)､『フオレスト員

(穂の国森づくりの会)、『このはずく」（東三河

野鳥同好会）にそれぞれ掲載されたものがベー

スとなっている。

「まえがき」にも述べられている「私の趣味は

野鳥観賞です」という言葉の通り、著者の姿勢

には、現象を忠実に追うような科学的な観察に

留まらない、野鳥を始めとする多くの生きもの

に対する深い洞察と愛情が一貫して流れている醤

そのためか、野鳥に対する思い入れも半端なも

のではなく、例えば「夏鳥御三家」（キビタキ≦

オオルリ、サンコウチョウ）や、「夏のツグミ御

三家」（アカハラ、クロツグミ、マミジロ）といっ

た主張にも、読者はある種の信念と説得力を感

じてしまうことだろう。

全編を通じて、わが国に古くから伝わる野鳥

に関わりのある年中行事や風習などが織り込ま

れ、また烏の名前に関する由来や、英名および

学名についての解説がなされると同時に、様々

な鳥種の生態についてもその都度紹介され、ど

こから読み始めても興味の尽きることがない。

一方、野鳥に接する際のマナーや密猟の問題

等に対しては、鋭い切り込みがなされる。特に、

人と野生動物との共存に向け、開発行為や有害
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鳥獣駆除の現状に関わる諸政策の根本的な見直

しを迫るくだりは、愛鳥教育に携わっておられ

る、多くの方々の共感を呼ぶに違いない。

書名はやや古風ながら、本文は大変読みやす

く書かれているので、是非、気軽に手に取って

いただきたい一冊である。

＜本書の問い合わせ先＞

（財）豊橋文化進行財団(TEL:0532-61-6145)

＜郵送による購入の申込み先＞

皿井信(TEL:0532-45-8896)

〒441-8106豊橋市弥生町字西豊和65-4

定価:1,500円／郵送料:290円

【郵便振替口座00850=7=126330皿井信：

(2004年・夏：
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園’
｢鳥のおもしろ行動学』
柴田敏隆箸2006年9月

（株）ナツメ社

定価（本体)1,300円
ISBN:4-8163-4150-1

様々なテーマを取り上げつつ、解りやすい図

説と読みやすい文章で好評を博している「図解

雑学シリーズ」の新たな一冊として出版された

のが本書である。著者は、読者の方々にはもう

おなじみの柴田敏隆先生である。

解説されている内容は、烏の身体のしくみか

ら始まって、食性や日常の行動、営巣や育雛な

どの繁殖行動や渡りなども含めた様々な生態、

さらには都市鳥と呼ばれる種の現代の情況に至

るまで、実に多岐にわたっている。また、「文化

鳥類学」とタイトルが付いた最終章(Chaptei
6）では､人間の文化と野鳥との関係性について

歴史を繕きながら丁寧に綴られており、興味か

尽きない。

一方、全体を貫いているものは、野鳥の生き

様を知ることにより、私たち人間の生き方を省

みようとする、鋭くかつ温かい視線である。野

鳥を人間と同等の動物あるいは隣人（隣烏？〉

ととらえ、全く横並びの存在として尊重し、人

間優位の意識を払拭し、本当の意味での共存と

は何かを伝えようとしている。

さりとて、堅苦しい言い回しや難解な表現臆

ほとんど見当らず、すべてがさり気なく、時に

はユーモアを交えた形で示されているので親し

みやすく、普段、ほとんど野鳥に馴染みのない

人でも、その主旨を理解することができるので

はないかと思う。

巻末には用語解説も付されており、烏につい

て語る場合に使われる基礎的用語の確認と理解

に役立つに違いない。

「愛鳥教育」は、まずは身近な野鳥に親しむこ

とから始まる。そして、野鳥の存在がそれぞれ

の心の中に意識され、それがやがて掛け替えの
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ないものとしてしっかりと根付いた時、人間と

野鳥の共存を志向する確かな行動がそこから生

まれてくるはずである。同時に、現代社会が失

いかけようとしている大切なものを取り戻すた

めの大きな鍵が、そこに存在しているものと確

信する。

本書を通じて、一人でも多くの方々に野鳥の

存在を、ひいては人間の存在を見つめ直す機会

が訪れることを、そして、人にも野鳥にも明る

い未来が開けていくことを、切に願う次第であ

る。

（2006年・冬｝
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｜協力事業東京都巣箱展風景平成16(2004)年10月17日

NPO法人学習研究会の請負事業である「東京都巣箱展」に他団体と共に協力参加し、一般参加者に野

鳥クイズによるビンゴゲームやコアジサシの野鳥やじろべえ工作などで楽しんでもらいました。

「東京都巣箱展」への協力参加は3回目。前回から会場は東京都調布市にある神代植物公園。神代植物

公園ガイドボランティアクラブ、NPO法人自然環境アカデミーの皆さんと共に、一般参加者を対象に公

園内での植物観察とバードウォッチングとを同時に楽しんでもらいました。

螺鍾撚
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協力事業東京都巣箱展風景平成18(2006)年10月22日
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編集後記
ようやく「愛鳥教育」71号をお届けできるこ

とになりました。この間、会の活動もいろいろ

と行ってはいたのですが、会員の皆さんに広く

お伝えすることができず、誠に申し訳ありませ

んでした。

この間、各種配布物もたまりにたまってしまっ

たので、今回同時にお届けすることになります

が、こちらもお目通しいただき、ご活用いただ

ければ幸いです。

現時点での本会を取り巻く状況および本会自

身の課題などを踏まえ、今後の本会の活動並び

に機関誌「愛鳥教育」の発行については、別紙

の通り、会長が説明していますので、こちらも

ぜひお読みください。

情報機器やインターネットの活用を視野に入

れての構想を打ち出し、新しい会の在り方を目

指しています。

新しい取り組みにより、愛鳥教育の火を消す

ことなく、さらに他団体との連携も視野に入れ

ながら、これからも各種実践を行っていきたい

と考えておりますので、会員の皆様のご理解と

ご支援ご協力をお願い申し上げる次第です。

（染谷）

発行人

発行所

住所

電話

FAX

会費

郵便振替

印刷所

愛鳥教育No.71

平成19(2007)年4月30日

杉浦嘉雄

全国愛鳥教育研究会

〒104-0061

東京都中央区銀座2-10-11

八田ビル4F

NPO法人環境学習研究会内

03-3547-1650

03-3547-1650

3，000円

00180-7-12442

祐文社


